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要旨 

ヒッタイト王国は前 2 千年紀のアナトリア中央を中心に栄えた王国である。前

13 世紀のヒッタイト王ハットゥシリ 3 世が作成した『ハットゥシリ 3 世の弁明』

という文書には、王と王妃プドゥヘパの「愛」について述べられる箇所がある。

本稿では、この文書において王と王妃の愛が語られる理由を、ヒッタイト語で「愛」

と訳される語の用例から考察する。愛にかんする語の用例には、男女の関係とし

ての「愛」と支配者の関係としての「愛」がある。このことを踏まえると、ハッ

トゥシリとプドゥヘパの「愛のある関係」とは、イシュタル神の力で異性として

惹かれ合い、夫婦として調和のとれた様子を意味したと理解される。加えて、政

治的文脈で使用される用例からは、支配者たちが契約関係を結ぶための法的根拠

となる術語であったこともわかる。したがって、『ハットゥシリ 3 世の弁明』にみ

られる「愛」とは、愛情をもった夫婦であることを示すと同時に、ハットゥシリ

3 世が政治的なパートナーとしてプドゥヘパの高い地位を法的に認めるために言

及したものと考えられる。 
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Abstract: 

     The Hittite text known as the Apology of Ḫattušili III (CTH 81) mentions “love” 

between the king Ḫattušili III and his queen Puduḫepa. This paper reveals the reason 

their “love” was narrated in the text from an analysis of the usage of Hittite words that 

indicate “love.” Their love, which was granted by the goddess Ištar/Šauška, shows how 

they were attracted to each other, and in harmony, became husband and wife. In the 

political context, love between rulers was cited as legal act, therefore in Ḫattušili III and 

Puduḫepa case, it justifies the couple’s binding in a political partnership. Thus, with the 

inclusion of episodes describing their love, Ḫattušili III might had intended to show the 

legal recognition of Puduḫepa’s high status in the Hittite royal family being almost equal 

to that of her husband as well as to show that their affection was indeed granted by Ištar. 

 

Keywords: 

Hittite Kingdom, Love, Ḫattušili III, Puduḫepa, Apology of Ḫattušili III 
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1. はじめに 

紀元前 17 世紀半ば、アナトリア中央（現在のトルコ共和国）に成立したヒッ

タイト王国は、前 12 世紀の初めに都が放棄されるまで、約 500 年間続いた王国で

ある。20 世紀初頭に開始された王国の都ハットゥシャ遺跡の発掘からは、これま

でに 3 万点以上の楔形文字粘土板文書の断片が出土している。1915 年には、こ

れらの粘土板文書の多くに記されていた、インド・ヨーロッパ語であるヒッタイ

ト語が解読されたことで、ヒッタイト王国にかんする研究が本格的に始まった。

都の遺跡から出土した楔形文字粘土板の大半は、祭儀文書などの宗教に関連する

文書であるが、王の業績を記した年代記や臣下に対する布告、ヒッタイト王と他

国の支配者の間で交わされた外交書簡や条約など、歴史的文書も数多く見つかっ

ている。 

そのような文書からは、ヒッタイト王国の歴史上、大きな政治的権力をもった

王妃がいたことがわかる。なかでも前 13 世紀後半の王ハットゥシリ 3 世の妻プド

ゥヘパには、王である夫に並ぶ、非常に強い存在感があった1。たとえば、プドゥ

ヘパは、ヒッタイト王ハットゥシリ 3 世とエジプトの王ラメセス 2 世が条約を締

結した際、夫と並んで条約の書板に調印をしている。また、この条約の締結後、

ハットゥシリ 3 世の二人の娘がエジプトのラメセス 2 世と結婚しているが、外交

書簡からはプドゥヘパがヒッタイトを代表して娘らの結婚の交渉を取り仕切って

いたことがわかっている2。彼女の王家における存在感はその姿を描いた図像から

もうかがい知ることができる。トルコ中部のカイセリ県に残るフラクティンのレ

リーフでは、王ハットゥシリ 3 世と王妃プドゥヘパの図像が並列に描かれ、それ

ぞれが嵐の神と太陽女神に捧酒をしている。さらにプドゥヘパは、ハットゥシリ

3 世の死後も「タワナンナ」というヒッタイト正妃の座にあり続け、息子トゥド

ゥハリヤ 4 世の治世においても、その権力を発揮していた3。 

ハットゥシリ 3 世は、自らの幼少期からクーデタによって王座に就くまでの半

生を語る、『ハットゥシリ 3 世の弁明』（以下、『弁明』）と呼ばれる文書において、

プドゥヘパとの出会いと結婚の経緯を語っている。この文書は、これまでにオッ

テンとファン・デン・ハウトによって、それぞれドイツ語と英語に翻訳されてお

り4、また文書の作成目的についても、他のヒッタイト王による王令などと比較し

ながら考察したインパラーティの研究などがある5。しかし、この文書の中で語ら

れているハットゥシリ 3 世と妻プドゥヘパの関係そのものについての研究はない。

彼らの出会いと結婚は、ハットゥシリ 3 世がその半生を通じて受けたというイシ

ュタルの加護の一例として語られているものと理解されるが、その言及が王家に

おけるプドゥヘパの立場とどのように連関するのかには注目されていないのであ

る。そこで本稿では、『弁明』に述べられるハットゥシリ 3 世とプドゥヘパの関係
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としての「愛」という言葉に着目し、ヒッタイト語で「愛」を意味する語が二人

のどのような関係を表しているのかについて考察する。これにより、彼らの愛が

語られることの背景に、プドゥヘパが王と並ぶ王妃であることを認めようとする

政治的なメッセージがあったことを明らかにする。 

 

 

2. ヒッタイト語の「愛」 

ヒッタイト語において、「愛」にあたる言葉には aššiyatar と aššiyawar という名

詞がある。これらの名詞はいずれも動詞 asš-/aššiya-の抽象名詞である。動詞

ašš-/aššiya-は、プーヴェルの辞書では「ほぼ中受動態の形で使用され（つまり状

態を表すか、受け身の形で使われ）、意味としては「好ましい」、「親愛である」、

「良い」であるとされている6。また、このように訳される ašš-/aššiya-は、形容詞

aššu-「良い」が動詞化したものである7。このため、動詞 ašš-/aššiya-は「良い状態」

を表しており、人の感情としては「好意のある状態」を表している。したがって、

これに由来している名詞 aššiyatar や aššiyawar とは「好意」そのものを意味する

のだと考えられる。ヒッタイト語のドイツ語辞書 Hethitische Wörterbuch（以下、

HW2）の aššiyawar の項目では、この語がほぼ宗教的な文脈で使用されており、

主に祝福の定型文のなかで神々に求められるものとして現れるのだと説明されて

いる8。一方、aššiyatar の項目では、祝福の文言などの宗教的文脈に現れる「愛」

だけでなく、それ以外の「愛」の種類がいくつか挙げられている。それによれば、

1. aššiyawar と同様の「愛」、すなわち宗教的文脈における「愛」に加えて、2. 外

交的文脈における「愛」、3. 夫婦の間の「愛」、4. 性欲を刺激するさま、性的な

オーラなどがある9。本稿では、ヒッタイト王ハットゥシリ 3 世と王妃プドゥヘパ

の関係としての「愛」について、夫婦の「愛」に加え、性欲や外交的文脈におけ

る「愛」にも注目しながら考察する。 

なお、ヒッタイト文書では、ヒッタイト語の文書内で使用されるアッカド語（ア

ッカドグラム）の NARĀMU「愛」が現れることがある。また、ヒッタイトの遺跡

から出土したアッカド語で書かれた文書には、アッカド語の動詞 râmu「愛するこ

と」と、その関連語が使用される例がある。ただし、アッカドグラムやアッカド

語で表記される場合、それがヒッタイト語でどの語で読まれるべきか必ずしも判

然としないことと、『弁明』ではハットゥシリとプドゥヘパの「愛」としてヒッタ

イト語の aššiyatar が使用されていることから、本稿では上に挙げたヒッタイト語

彙を考察対象とする。 
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3. ハットゥシリ 3 世とプドゥヘパについて 

ハットゥシリ 3 世は、王ムルシリ 2 世の息子ではあったが、王位継承者に指名

されておらず、王の座にあった自らの甥に対するクーデタを起こして王位に就い

た人物であった。『弁明』では、幼少期から即位までハットゥシリの半生に起こっ

た出来事が、彼の個人神イシュタル（フリ語ではシャウシュガと呼ばれる）の導

きであったという点が強調される。そのため『弁明』は、女神イシュタルの導き

で王座に就いた経緯を説明することで、王位と息子トゥドゥハリヤへの王位継承

を正当化するために作成された一種の法的な文書、王令であると言われる10。 

その中で、ハットゥシリとプドゥヘパの出会いに言及されるのは、ハットゥシ

リがイシュタルに参詣するためアナトリア南部の国キズワトナの都市ラワザンテ

ィヤに立ち寄った場面である。 

 

KUB 1.1 + ii 79-82– iii 4 (CTH 81.A)  

私はラワザンティヤに行き、女神（＝イシュタル）に捧げ物をし、女神に礼

拝した…女神の命に［よっ］て、私（＝ハットゥシリ 3 世）はサンガ神官ペ

ンティシャッリの娘プドゥヘパを我が妻に取り、私たちは結婚した。女神は

私たちに夫（と）妻の愛を与えた([nu=n]aš DINGIRLUM ŠA LÚMUDI D[A]M 

aššiyatar pešta)。私たちは息子たち（と）娘たちをもうけた11。 

 

女神イシュタルは、ハットゥシリの個人神であると同時に、他の古代中近東各地

の伝統と同様、ヒッタイトでも愛を司る女神と捉えられていた12。ハットゥシリ 3

世は、このイシュタルの命でキズワトナのイシュタル神官の娘プドゥヘパを妻と

し、「夫と妻の愛」が与えられた結果、子どもを得たのだという。 

また、ここでは「結婚する」を意味するヒッタイト語の動詞 ḫandai-が一人称複

数で使用されている13。ヒッタイト語文書において結婚を言い表す場合、通常は

単数で男性が女性を「妻に取る」という表現が用いられることが多い 14。上の引

用文でも、ハットゥシリはプドゥヘパを「妻に取った」というが、同時に「私た

ちは結婚した」とも表現されている。「整える、準備する」などと訳される動詞

ḫandai-は、人間関係に対して使用される場合には人間の調和の取れた状態を表し、

男女関係においては「結婚する」ことも意味し得る語である。王妃となったプド

ゥヘパも、エジプトのラメセス 2 世へ送る書簡の中で、この語を用いて神々が彼

女らを結婚させたのだと語っている。 

 

KUB 21.38 obv. 57’-58’(CTH 176) 

アリンナの太陽女神が、嵐の神とヘパト、イシュタル（と共に）＜私を＞王
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妃にしたとき、彼女は私（プドゥヘパ）をあなたの兄弟（ハットゥシリ）と

結婚させた(ḫandait)。私は息子たち（と）娘たちをもうけた15。 

 

プドゥヘパも自分と夫を結婚に導いた神としてイシュタルを挙げ、結果として子

供を授かった点に触れている16。ハットゥシリとプドゥヘパによる結婚の説明は、

イシュタルの導きで結婚し、愛情を抱き、子供を得たという点で一致している。

ただし、プドゥヘパは三人称で女神が結婚させたのだという一方、ハットゥシリ

があえて一人称複数で結婚を語っていることからは、一方的にプドゥヘパを妻に

選んだのではなく、二人が主体的に結婚したことを伝えているように思われる。 

 

 

4. イシュタルがもたらす男女の愛 

aššiyatar と aššiyawar の用例において、男女の愛を表現している例は、神話や

儀礼文書の中でイシュタル神との関連で現れることが多い。神話『ヘダンムの歌』

では、次のようにイシュタルの能力が語られている。 

 

KUB 33.88 rev. 8’-11’ (CTH 348.I.4.A) 

［一方、イシュタルは］浴場へ行った。［ニネヴェの女王］はそこで体を洗っ

た。彼女は自らを洗った。彼女は［…］した。彼女は上質の香りのついた油

を自らに塗った。彼女は着飾った。すると、愛がまるで子犬のように彼女に

ついてまわった(aššiyatar=ma=ši UR.ZÌRMEŠ GIM-an EGIR-an ḫuwayandari)17。 

 

この場面では、イシュタルがその魅力を使って海に住む怪物であるヘダンムを倒

す計画を立て、体を洗って香料の入った油を塗り、ヘダンムを誘惑するため海へ

と向かおうとしている。その中では、「愛」が「犬のように」イシュタルについて

まわったという比喩表現が現れる。これは一種のフェロモンや香りのようなもの

を指すと思われ、ホフナーは、この神話の別の箇所に現れる aššiyatar を「惚れ薬」

のようなものと解釈している。 

 

KUB 33.84 ++ iv. 6’-7’ (CTH 348.I.4.A)  

［イシュタル］、ニネヴェの女王は［…］を認め、「愛(aššiyatar)（惚れ薬？）

と šaḫi-、parnulliš-を「強い」水に満たし、水の中で「愛(aššiyatar)（惚れ薬？）

と šaḫi-、parnulliš-を嗅いだ（？）。ヘダンムはその香りを嗅ぐと、ビールと

［甘美な］眠りが雄々しいヘダンムの心に優った。彼は雄牛やロバのように

居眠りを始めた18。 
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HW2 で指摘されるように、ここでの aššiyatar は性欲を誘発するオーラのようなも

のと考えられる。イシュタルが発している「愛」には、相手の関心を性的に引き

つける性愛との関連が読み取れる19。 

また、イシュタルがもたらす男女の愛は『イシュタルへの儀礼と讃歌』にも語

られている。 

 

KUB 24.7 i 38-47 (CTH 717)  

男と彼の妻は愛し合い、彼らの愛を果たします(LÚ-iš=ma=kan MUNUS-ZU-ya 

kuieš aššiyat[ari] nu=šmaš=kán aššiyatar ZAG[=š]an ar[nuzzi] )。これはあなた

イシュタルがもたらすことです。男がある女を誘惑し、その誘惑を果たす。

これはあなたイシュタルがもたらすことです。［…］甘美な油、そして喜ばし

い。［あなたに］愛される男のために、あなたは町［の人々］を眠くさせ、彼

を覆わせます。あなたイシュタルのおかげでこれらの［人々は］何も聞くこ

とはありません。 

しかし［もし］、女が彼女の夫に憎ま［れる］ならば、［あなたイシュタルは

彼女を］憎ませます。［しかし］もし、［男が彼の妻に］憎まれるならば、［あ

なた］イシュタルは彼らのために［…］を積み上げます。［彼ら／彼が…］そ

して彼が愚かな行い、（すなわち）姦［通をするでしょう］。彼らは駆け落ち

するかもしれない［が…彼らを］救わないでしょう20。 

 

1 行目では、動詞 ašš-/aššiya-が中受動態三人称複数現在で現れ(aššiyatari)、夫婦が

愛し合うことについて述べられており、性愛が連想される。次の恋人の男女の関

係についても、イシュタルの力で男が女を誘い出すことに成功するのだとされる

21。このように、イシュタルに「愛される」者([kuiš…] aššiyattari)に与えられる恩

恵が挙げられ、男女の性愛をもたらす女神の力が讃えられる。  

次の段落は欠損が激しいものの、前の段落で示されている男女の関係の対極に

ある男女、つまりイシュタルに愛されない男女の関係が列挙されていると思われ

る。そこで先の段落に登場する「愛し合う夫婦」と対比されるのは「憎み合う夫

婦」である。また、「恋人を誘惑する男」の対になるのは「姦通する男」、「町の人

に知られず愛し合う男女」に対するのは、「駆け落ちをしても救われない男女」で

ある。このことから、イシュタルがもたらす「愛」とは、性愛だけではなく、男

女の仲の良い関係や周りから干渉されない、認められた関係であることも暗示さ

れている。 

同文書中、上の引用文に先行する段落には、イシュタルに「愛された家」につ

いての言及がある。 
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KUB 24.7 i 12-17 (CTH 717) 

私は、第一の女主人たるイシュタルのお供、（すなわち）ニナッタとクリッタ、

シンタル・イルティ、ハムラズンナを称えなければなりません。イシュタル

はイシュタルに愛される家(nu=kan DIŠTAR-li É-ir kuit [ašši]yattari)に彼らを送

り、（面倒を（？））見せるからです。彼ら（＝家の人々）は笑いながら仕事

をします。彼らは楽しみながら家事をします。花嫁たちは結婚し、彼女らは

機を織り続けます。息子たちは結婚し、畑を耕し続けます22。 

 

このようにイシュタル神に愛される家は家族の調和が得られるのだと述べられる。

神話や讃歌では、イシュタルが男女の性愛と家族の調和をもたらす神とされてい

る。以上の例からは、『弁明』では、イシュタル神の導きでハットゥシリとプドゥ

ヘパが異性として愛し合い、周りから認められる仲の良い関係であったこと、ま

たその結果として多くの子供を得たのだという考え方が反映されているといえる。 

 

 

5. 政治的文脈における「愛」 

イシュタルの役割を考えれば、『弁明』でハットゥシリとプドゥヘパの関係につ

いて、二人の愛がこの女神に帰されるのは当然のことと思われる。ただし、ハッ

トゥシリがあえて一人称で「私たちは結婚した」と述べ、二人の主体性を示して

いる点からは、単なる男女の愛以上の関係を示そうとしていた可能性が考えられ

る。そこで本章では、政治的文脈における「愛」という観点から、ハットゥシリ

とプドゥヘパの「愛」について考察する。 

ハットゥシリ 3 世と王妃プドゥヘパの息子で、のちに王となったトゥドゥハリ

ヤ 4 世が作成した文書に、『青銅板文書』と呼ばれる文書がある。これは、王トゥ

ドゥハリヤ 4 世が、従兄弟でアナトリア南部の国タルフンタッシャの王であった

クルンタと結んだ条約が記された青銅製の書板である23。その中では、幼少期の

トゥドゥハリヤ 4 世とクルンタの間に「愛」があったと記される。 

 

Bo 86/299 ii 46 (CTH 106.1) 

（かつて）私の父（=ハットゥシリ 3 世）が、クルンタと私（=トゥドゥハリ

ヤ 4 世）の敬意と愛を見たとき(maḫḫan ABŪ-YA ANA mdLAMMA ammuq=a 

nakkiyatar aššiyatar=a aušta)、私の父は私たちを呼び出して『互いを守り合い

ます』と（神々に）誓えと言った。こうして、私の父は私たちに誓いを立て

させたのであった24。 
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ハットゥシリ 3 世はかつて、息子トゥドゥハリヤと甥にあたるクルンタに対して

互いに協力して生きていくよう、神前で誓いを立てさせたのだという。クルンタ

はトゥドゥハリヤ 4 世の従兄弟であったが、二人はほとんど兄弟のような関係だ

ったと考えられる。ハットゥシリ 3 世は『弁明』の中でも、兄ムワタリの息子だ

ったクルンタを預かって育てたと述べていることから25、トゥドゥハリヤと養子

同然のクルンタは幼いころから兄弟のように育った可能性がある。したがって、

この文書に出てくる「愛」は「友情」、あるいは「兄弟愛」を意味していると言っ

て良い。 

さらに上の文章は、トゥドゥハリヤとクルンタの間に結ばれた条約文書の「歴

史序文」と呼ばれる構成要素からの引用である。「歴史序文」とは、条約文書の冒

頭で、締結に至るまでの両者の関係の推移を語るものである26。これは、条約文

書に法的な効力をもたせる重要な部分であるため、トゥドゥハリヤとクルンタの

「愛」が語られることには強い政治的意図があったはずである。タガー・コヘン

は、このような政治的な文脈における「愛」は法的な用語であると位置づけてい

る。『青銅板文書』にみられるトゥドゥハリヤとクルンタの関係を、サムエル記に

おけるダビデとヨナタンの関係と重ね合わせ、いずれの例も両者の「愛」が条約

あるいは契約を結ぶ法的根拠となっていることを指摘している。また、その「愛」

は上下関係—ヒッタイト王トゥドゥハリヤ 4 世よりも辺境の国タルフンタッシャ

の王クルンタの方が劣る—の上に成り立つものであったとも述べている27。これ

に類似する例に、ヒッタイト王と属国の王との条約の中では、臣下から君主への

「愛」が語られることがある。トゥドゥハリヤ 4 世とシリア北部に位置する属国

アムルの王シャウシュガムワの条約の「歴史序文」には、アムルの王がかつて「愛

のある僕」だったと語られている。 

 

KUB 23.1 i 28-36 (CTH 105.A)  

私（=トゥドゥハリヤ 4 世）の叔父ムワタリが王になったとき、アムルの人々

は「（かつて）我々は愛のある（ヒッタイト王の）僕であった」

(aššiyanaš=wa=naš ÌR.MEŠ ešuen)。しかし、今はもう僕ではない。」と言って

反旗を翻した。そして彼らはエジプト国王の支配下に戻った。こうして私の

叔父ムワタリとエジプト王（＝ラメセス 2 世）はアムルの人々をめぐって戦

った28。 

 

トゥドゥハリヤ 4 世はここで、かつて「愛のある僕」だったシリアの属国アムル

の人々が、ヒッタイトを裏切ってエジプト側に寝返ったことに言及している。別

の文書では、それ以前のヒッタイト王スッピルリウマ 1 世の時代に、アムル王が
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自主的に服従してきたことが記録されている29。つまり、「愛のある」僕とは、強

制的ではなく自主的にヒッタイト王に服従した従順な臣下であったことを指し、

aššiyatar は臣下の君主に対する従順さや自発的な敬意を意味している。これは臣

下から君主への一方的な感情を表しているが、両国の王が条約を結んで主従関係

に至った背景を語る「歴史序文」に「愛」という語が現れていることは青銅板文

書と共通している。この点で、青銅板文書にみられる「愛」と同様に、属国アム

ルの人々からヒッタイト王への「愛」は両者の間に法的な関係が結ばれるための

根拠となっていると考えられる30。 

加えて、エジプトとヒッタイトの友好関係を言い表す際にも、「愛」という語が

現れることがある。この場合、外交上の擬制的な兄弟関係における愛を指してお

り、両国の対等で友好な関係を示すための外交用語となっている。ハットゥシリ

3 世の父ムルシリ 2 世は、かつての王シュッピルリウマ 1 世の時代の、エジプト

とヒッタイトの関係を次のように記述している。  

 

KBo 14.12 iv 26-31 (CTH 40.IV.1.E3) 

そのとき、我が父（=スッピルリウマ 1 世）は再び条約の書板に問うた。（そ

の中では）かつてどのように嵐の神が、クルシュタマの人々、ハッティの息

子たちを取り、彼らをエジプトに連れて行き、そしてエジプト人にしたかと

いうこと、また嵐の神がいかにエジプト国とハッティ国の間に条約を課した

か、そしていかにそれらが永らく互いに友好であったか (istarni=šummi 

aššiyanteš)（について書かれてあった）。そして彼らが（条約の）書板を彼ら

の前で読み上げた際、我が父は彼らに向かって次のように述べた。「かつてハ

ットゥシャとエジプトは互いに愛し合っていた(istarni=šummi aššiyanteš ešir)。

今も我々としては［両国の］間はこのようである。ハッティ国とエジプト国

は永遠に互いに友好であり続けるだろう(istarni=šummi aššiyanteš)！」と31。 

 

ムルシリ 2 世は、かつてヒッタイトとエジプトが友好的な関係であったことを「愛」

という言葉で説明している。動詞 ašš-/aššiya-の分詞である aššiyant-にはいずれも

三人称複数の接辞が伴われていることから、両国が互いに愛し合う関係として、

双方向の友好的な感情が示されていると思われる。当時の中近東世界では、支配

者たちが対等な関係であることを示すために「兄弟」と呼び表す慣習があった32。

スッピルリウマ 1 世以降のヒッタイト王とエジプト王は、外交上、互いを兄弟と

呼ぶ対等な関係にあった。また引用文からは、当時ヒッタイトとエジプトの間に

条約が結ばれていたことが示唆される。したがって、ここでの「愛」は外交用語

としての兄弟愛を意味し、両国に対等かつ友好な関係が成立していたことを示す
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ための言葉である33。 

モランは、申命記における「神の愛」とその古代中近東の文化的背景を論じる

中で、このような外交上の「愛」は、独立し対等な支配者の間の友好関係を語る

ためだけではなく、宗主と属国の王の間でも良好な関係を示すために使われたの

だという。その場合、宗主を愛することとは、宗主に仕え、属国の王としての身

分に忠実であることであった。このような愛は、感じるものというよりはむしろ

命じられるものであり、その点で申命記にみられるように「契約の愛」なのだと

している34。つまり、支配者間の「愛」とは、いずれも契約を成立させるための

基礎となるものといえる。 

このように、支配者たちの関係を表す際に使用される「愛」とは、両者の間に

契約を基にした関係が結ばれるための裏づけとなる術語である。ハットゥシリ 3

世が自らの王権の座を確かなものにするために作成した、一種の王令である『弁

明』で、プドゥヘパとの「愛」が語られることに政治的な意図がなかったとは考

えにくい。ヒッタイト文書における支配者あるいは国家間の関係にみる「愛」の

意味を踏まえれば、彼らの「愛」も法的な用語とみなせるだろう。それはプドゥ

ヘパを妻としてだけではなく、政治的なパートナーとして公的に王と並ぶほどの

権力をもたせるための根拠であったと思われる。そのようなプドゥヘパの立場は

彼女が実際に王家で果たした政治的役割と重なるものである。  

 

 

6. おわりに 

 本稿で扱った「愛」に関連するヒッタイト語が表す男女の愛は、異性としての

魅力に惹かれることであり、この感情の発露はイシュタルによるものだと語られ

ていた。イシュタルのもたらす男女の「愛」に共通しているのは、結婚している

かどうかに関係なく、いずれも男女が異性として引き寄せられる感情であると同

時に、男女の仲良く調和のとれた状態を表していることであった。一方、支配者

同士の「愛」は、両者の間に法的な関係が結ばれる前提となる政治的な術語であ

ると理解される。 

ハットゥシリ 3 世がプドゥへパとの「愛」に言及した背景には、男女の愛と政

治的意味での愛、いずれの意味もあったのだと考えられる。『弁明』には、ハット

ゥシリをヒッタイト王の座に導いたイシュタル神を讃え、その庇護を受けた自己

の王権を正当化しながら、プドゥヘパの王妃としての地位を高める目的があった

だろう。他の史料からも、プドゥヘパが夫と並ぶほどの政治手腕を発揮していた

ことがわかっており、彼女には実質的に夫ハットゥシリと並ぶほどの権力があっ

たといえる。「私たちは結婚し、女神が我々に愛を与えた」というハットゥシリの
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言葉には、その政権において、夫と共に歩んだ王妃プドゥヘパの存在感が表れて

いる。 

 

  推薦者：アダ・タガー・コヘン 

同志社大学神学部神学研究科教授 
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